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議事録

令和３年度 第 19 回定例

３月 16 日（水）
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静岡県教育委員会教育長 木苗直秀は、

令和４年３月 16 日に教育委員会第 19 回定例会を招集した。

１ 開催日時 令和４年３月 16 日（水） 開会 13 時 30 分

閉会 14 時 30 分

２ 会 場 教育委員会議室

３ 出 席 者 教 育 長 木 苗 直 秀

委 員 渡 邉 靖 乃

委 員 藤 井 明

委 員 伊 東 幸 宏

委 員 小野澤 宏 時

委 員 後 藤 康 雄

事務局（説明員） 長 澤 由 哉 教育部長

塩 﨑 克 幸 教育監

水 口 秀 樹 理事（総括担当）

松 井 和 子 理事

宮 﨑 文 秀 参事兼義務教育課長

中 山 雄 二 教育政策課長

青 木 康 行 財務課長

本 村 勉 教育厚生課長

本 多 伸 治 高校教育課長

伊 賀 匡 特別支援教育課長

近 藤 浩 通 健康体育課長

山 下 英 作 社会教育課長

中 川 恵 静東教育事務所長

松 山 淳 静西教育事務所長

松 下 和 弘 総合教育センター所長

赤 石 達 彦 中央図書館長

小 竹 啓 功 教育総務課長代理

山 内 慎一郎 教育総務課人事班長

池 谷 悦 男 教育施設課長代理

４ そ の 他

（１） 第 42 号議案は可決された。

（２） 報告事項は了承された。

【開 会】

教 育 長： ただ今より、教育委員会定例会を開催する。

今回の議事録の署名は、私のほか、藤井委員にお願いする。
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【非公開の決議】

教 育 長: 議案の審議に入る前に、本定例会の議案の取扱いについて諮る。

報告事項１は人事案件のため、非公開としたいが、異議はあるか。

全 委 員： 異議なし。

教 育 長： それでは報告事項１は非公開とする。公開案件から審議する。

第 42 号議案 第三次静岡県子ども読書活動推進計画－後期計画－の策定

教 育 長： 第 42 号議案「第三次静岡県子ども読書活動推進計画－後期計画－の

策定」について山下社会教育課長より説明願う。

社会教育課長： ＜議案について説明＞

教 育 長： 質疑等はあるか。

渡 邉 委 員： 計画の推進は、市町や各図書館等の読書活動に関わる方と一緒に取り

組んでいただきたいと思う。また、沼津市と焼津市の『さんかく』、三

島市の『アヒル図書館』等、私設の図書館が増えている。そのような図

書館は、居場所づくりや、本を楽しむという点において、大きな役割を

果たしている。また、そこから新たなコミュニティーが生まれるといっ

たこともある。将来的にということになるかもしれないが、このような

図書館に対しても、支援や繋がりを持ちながら、何かできればよいと思

う。

後 藤 委 員： 大阪の中之島に「こども本の森 中之島」という子どものための図書

館が、安藤忠雄氏が中心となってつくられた。そこを視察されたことは

あるか。

社会教育課長： 視察したことはない。

後 藤 委 員： 私も新聞も見ただけであるが、子どもを主役とする新しい大規模な図

書館なので、せっかくなので、できれば見に行っていただきたいと思う。

社会教育課長： 「こども本の森 中之島」だけでなく、他県の状況も確認し、良いと

ころがあれば参考にしていきたいと思う。

教 育 長： もう少し私たちも他県の図書館等を参考にしていきたいと思う。

藤 井 委 員： 子ども図書館については、先日ＮＨＫで放映されていた。素晴らし

い取組という強い印象を受けている。

計画についてだが、実行した結果としての評価に関しては、この計

画の本体の中に含まれているのか。

社会教育課長： 県の計画であるため、教育振興基本計画等と同じように進捗管理を行

っていく。本体のＰ33 に数値目標を記載している。これを達成できれば

すべてを達成できたということではないが、定量的に評価をするという

ことで、目標を立てており、毎年度進捗管理をしていく。

教 育 長： 他に質疑等はあるか。

全 委 員： （特になし）

教 育 長： 本案について、原案のとおり可決することに異議はないか。

全 委 員： （異議なし）

教 育 長： 第 42 号議案について、原案のとおり可決する。
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（会議の非公開）

教 育 長： 会議を非公開とする。傍聴人は退席願う。

報告事項１ 令和４年度教職員人事異動概況

※ 非公表

教 育 長： 以上で、本定例会の議事は全て終了した。

これをもって、令和３年度第 19 回教育委員会定例会を閉会とする。


